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グロー バ リゼー シ ョ ン

　グ ロ
ーバ リゼ ーシ ョ ン とか い うもの が押し寄せ て い る．冷戦終結 ・東側の 崩壊 を経て ，資本 ・人 ・諸

情報の 流通 が 促進され ， 国境 とい う障壁が 良くも悪 しくも低 くなりつ つ ある．同じ製品を生産 して い る

の に，日本で なら年収 3万 ドル ，xx 国 な ら年収 365 ドル ，とい うような不平等はもは や 許 され な い ．道

義的に 許されない ん じゃ なくて 経済原則的に許され ない ．世界の 10億の 民は 日収 1ドル 以 下で暮ら

して い る の で あるか ら，その 10億 の 民が提供可能で あるもの はそ の ような価格帯 に 至 るまで 価格破壊

が続 く．デ フ レ で あっ てデ フ レ で ない 面妖 な側面 ， 南北 問題 の 南か らの 逆襲であ る．

　科学的成果 （製品）と称するものは ， 定義によっ て最初からグ ローバ ル （どころかユ ニ バ ーサ ル ）で

ある は ず なの で ，グ ロ
ーバ リゼ ーシ ョ ンなん て い まさら驚くこ と無 い じゃ ん ，とする向きもある．確か に

科学的成果 は 普遍性 をもっ て い るもの で なけれ ばな らな い が ， 成果 を生み 出す環境 ， 成果 をそし ゃ く

して 味わう能力，それをフ ィ
ードバ ッ クして次に つ なげ る土壌は グ ロ

ーバ ル で あっ て もなくて も良い ．

否，これ まで は 国民国家的 ， 民族 国家的枠組が こ うした土壌の 単位で あっ た し ， その ような枠組 が ス

ポ ンサーで もある限 り逆 にます ます国家間競争的に なっ て くるだろう．グ ロ
ーバ リゼ

ー
ショ ン で 競争の

波にさらされて い る の は ， 科学的製品で は なくて ， 科学的製品を生み 出す環境と味わ う風土 なの で あ

る．より良 い 環境 を提供維持で きる 国が，世界から頭脳 や科学的成果 を収奪 し，科学 的製品とそ こ か

らもたらされる利益を独占的 に享受することがで きる．知的所有権を振り回し ， 特許侵害や 著作権侵

害で攻撃することもで きる．

　しか るに ， これ まで大学や研 究機関の 改革改造 と称 して よく議論 されて い た話題は ，科学的製 品の

競争力では あっ たか も知 れない が ， 科学的製品を生み 出す環境の 競争力で は無か っ た．米国で それ

なりの理工 系の 大学院生をや ると研究費等で雇用され るの で授業料 ＋ 食う寝 るに 困らん程度の 給料

が もらえるが ， 日本で は親の ス ネをか じるか借金 を作るか しなけれ ば ならない ．これで は世界の 若い

頭脳 をあつ めて搾取することは言うに及ばず，国内の しか るべ き頭脳を他産業か ら獲得するこ とも難

しい ，価格破壊 の 進行にともな っ て 親 の 収入 も減少す るか ら，
ス ネに頼 っ た大学院生 ボ ラ ン テ ィア （？）

の維持 も早晩難しくなるだろう．表裏の 関係 にあるのが ， 研究費で ス タッ フ を雇用することが労働慣行

上非常に難しい とい う問題で あり， したが っ て野心ある若者が研究グ ル ー
プ を率い て プ ロ ジ ェ クトを

展開する風景 など大学ではなかなか見 られない ．世界に冠たる研究 グ ル ープで なけれ ば COE とな っ

て PD をもつ こともで きない ．米国じゃ あ COE で はあ り得な い 普通の 研究 グ ル ープ （失礼か な ？）だ っ て

PD の 何人か は雇用で きる．最初か ら世界に冠たることが で きるなら誰も苦労しない が ，新しい 芽が世

界に冠たるはずはこれ また定義によっ て ありえない か ら ， 筋道の つ い た成果の でる仕事にしか投資さ

れて い ない ことになる．

　世界の 優秀な頭脳を集め ようとするならば，しゃ べ っ て る人 も聞い て い る人 もわ けの わか らん英語

の 授業や研究発表会を行うんじ ゃ なくて （英語が 問題で あるだけなら最初か ら優秀 な人 は英米 へ 行

く），潤沢 で良質 な教 育環境 ， 研究環境 の提供を最優先国策にするべ きで はな い の か．日本語英語

の 言語障壁 があるか らこそ ， む しろ ， 日本で仕事する人には TOEIC と同様の 高度な実務 日本語試験

を義務づ け るべ きだろう．それ を頑張 っ てで も日本に来て働 きた くなるような潤沢で 良質 なイン フ ラ ス

トラ クチ ャ
ーを用意す るの で なけれ ば，科学的成果を生 み 出す土壌 の 国際競争 におい て勝ち 目はな

い ．定義に よっ て 優秀な人達 を集めた の で あるか ら日本語や っ て もらうぐらい ナ ンボ の もの で もなか ろ

う．現状の 改革は ， これ まで とまっ た く同様の ，み ん なで苦労する路線をひたす ら進んで い るように見

える．学会の 運営 は言うに お よばず，大学の 運営 もコ ス トゼ ロ の 労働奉仕型村社 会手弁当シ ス テ ム の

ままで は，牧歌的で い い けれど ちょっ とね．

　　　　　　　　　　　　　　　林 祥介 （北 海道大学理 学研究科地球惑星科学専攻）
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